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「疾病、傷害及び死因の統計分類」の改正について（報告） 
 

１．「疾病及び関連保健問題の国際統計分類第 10 回改訂（ICD-10）」について（別紙

１参照） 

○WHO（世界保健機関）が勧告する国際的に統一した基準で定められた死因・疾病

等の分類 

○日本では、ICD に準拠して、統計法に基づく統計基準である「疾病、傷害及び死因

の統計分類」（総務省告示）を定めている。 

 

２．今回の改正の経緯 

○ICD-10 について、WHO において、新型コロナウイルス感染症流行に伴い、第ⅩⅩ

Ⅱ章 特殊目的用コードの「原因不明の新たな疾患又はエマージェンシーコードの

暫定分類（U00-U49）」の一部について名称変更が行われた。 

○これを受け、WHO が示したエマージェンシーコードの名称変更を「疾病、傷害及び

死因の統計分類」に適用することについて、厚生労働大臣から社会保障審議会へ

諮問し、下記について審議を行い、了承され、厚生労働大臣への答申が行われた。 

・「疾病、傷害及び死因の統計分類」基本分類表・新旧対照表（案）（別紙２）  

「第 10 回社会保障審議会統計分科会疾病、傷害及び死因分類部会資料」 

（令和６年２月 14 日開催） 

○厚生労働省における諮問答申を踏まえ、総務省において、総務大臣から統計委員

会へ諮問し、審議を行い了承され、総務大臣へ下記について答申が行われた。 

 

 ・諮問第 184 号の答申「疾病、傷害及び死因の統計分類の変更について」（別紙３） 
「第 204 回統計委員会」 

（令和６年４月 17 日開催） 

３．改正の主な内容  

○エマージェンシーコード U11 及び U12 に係る名称変更 

 

４．今後の予定 

○総務省において令和６年５月 15 日に告示が行われた。 

・官報 号外第 115 号 総務省告示第 164 号（別紙４） 

○令和６年６月 1 日施行予定。 

社会保障審議会統計分科会

令和６年（2024）年５月29日
資料２
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I C D（疾病及び関連保健問題の国際統計分類）とは

International Statistical Classification of 
Diseases and Related Health Problems

疾病及び関連保健問題の国際統計分類

○ WHO（世界保健機関）の勧告により、国際的に統一した基準で定められた死
因及び疾病の分類。現行のICD-10は約14,000項目より構成。

○ 1900年（明治33年）に初めて国際会議で承認。日本も同年より導入。
以降、WHOにおいて約10年ごとに改訂が行われ、ICD-10は1990年にWHO総会に
おいて承認され、日本では1995年より適用。

○ 日本では、ICDに準拠して「疾病、傷害及び死因の統計分類」を統計法に基づ
く統計基準として定めており、

• 公的統計（人口動態統計、患者調査、社会医療診療行為別統計等）

• 医療機関における診療録の管理

等における死因・疾病分類として広く利用。

別紙１

２
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改正理由

U11 Emergency use of U11 エマージェンシーコードU11 U11 Need for immunization against
COVID-19

コロナウイルス感染症2019に対す
る予防接種の必要性

項目名の変更

U11.0 Emergency use of U11.0 エマージェンシーコードU11.0 U11.0 Emergency use of U11.0 エマージェンシーコードU11.0

U11.1 Emergency use of U11.1 エマージェンシーコードU11.1 U11.1 Emergency use of U11.1 エマージェンシーコードU11.1

U11.2 Emergency use of U11.2 エマージェンシーコードU11.2 U11.2 Emergency use of U11.2 エマージェンシーコードU11.2

U11.3 Emergency use of U11.3 エマージェンシーコードU11.3 U11.3 Emergency use of U11.3 エマージェンシーコードU11.3

U11.4 Emergency use of U11.4 エマージェンシーコードU11.4 U11.4 Emergency use of U11.4 エマージェンシーコードU11.4

U11.5 Emergency use of U11.5 エマージェンシーコードU11.5 U11.5 Emergency use of U11.5 エマージェンシーコードU11.5

U11.6 Emergency use of U11.6 エマージェンシーコードU11.6 U11.6 Emergency use of U11.6 エマージェンシーコードU11.6

U11.7 Emergency use of U11.7 エマージェンシーコードU11.7 U11.7 Emergency use of U11.7 エマージェンシーコードU11.7

U11.8 Emergency use of U11.8 エマージェンシーコードU11.8 U11.8 Emergency use of U11.8 エマージェンシーコードU11.8

U11.9 Emergency use of U11.9 エマージェンシーコードU11.9 U11.9 Need for immunization against
COVID-19, unspecified

コロナウイルス感染症2019に対す
る予防接種の必要性，詳細不明

項目名の変更

U12 Emergency use of U12 エマージェンシーコードU12 U12 COVID-19 vaccines causing adverse
effects in therapeutic use

治療上の使用により有害作用を引
き起こしたコロナウイルス感染症
2019ワクチン

項目名の変更

U12.0 Emergency use of U12.0 エマージェンシーコードU12.0 U12.0 Emergency use of U12.0 エマージェンシーコードU12.0

U12.1 Emergency use of U12.1 エマージェンシーコードU12.1 U12.1 Emergency use of U12.1 エマージェンシーコードU12.1

U12.2 Emergency use of U12.2 エマージェンシーコードU12.2 U12.2 Emergency use of U12.2 エマージェンシーコードU12.2

U12.3 Emergency use of U12.3 エマージェンシーコードU12.3 U12.3 Emergency use of U12.3 エマージェンシーコードU12.3

U12.4 Emergency use of U12.4 エマージェンシーコードU12.4 U12.4 Emergency use of U12.4 エマージェンシーコードU12.4

U12.5 Emergency use of U12.5 エマージェンシーコードU12.5 U12.5 Emergency use of U12.5 エマージェンシーコードU12.5

U12.6 Emergency use of U12.6 エマージェンシーコードU12.6 U12.6 Emergency use of U12.6 エマージェンシーコードU12.6

U12.7 Emergency use of U12.7 エマージェンシーコードU12.7 U12.7 Emergency use of U12.7 エマージェンシーコードU12.7

U12.8 Emergency use of U12.8 エマージェンシーコードU12.8 U12.8 Emergency use of U12.8 エマージェンシーコードU12.8

U12.9 Emergency use of U12.9 エマージェンシーコードU12.9 U12.9 COVID-19 vaccines causing adverse
effects in therapeutic use,
unspecified

治療上の使用により有害作用を引
き起こしたコロナウイルス感染症
2019ワクチン，詳細不明

項目名の変更

疾病、傷害及び死因の統計分類　基本分類表・新旧対照表（案）

現　　行 改　　正

第ⅩⅩⅡ章　特殊目的用コード

別紙２
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（公印・契印省略）

統 計 委 第 3 号

令和６年４月17日

総 務 大 臣

松本 剛明 殿

統計委員会委員長

椿 広計

諮問第 184号の答申

疾病、傷害及び死因の統計分類の変更について

本委員会は、諮問第 184 号による疾病、傷害及び死因の統計分類の変更について審議した結果、 

下記のとおり結論を得たので、答申する。

記

１ 変更の適否

疾病、傷害及び死因の統計分類については、諮問のとおり、変更して差し支えない。

２ 理由等

今回の変更は、世界保健機関が定める「疾病及び関連保健問題の国際統計分類」に準拠して

行われるものであることから、適当である。

  別紙３
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別紙４

5




